
地域医療介護総合確保基金（医療分）の活用状況について 

１．令和２年度実施事業の事後評価の概要 

 令和２年度末時点の基金の管理状況        （単位：百万円）

（Ⅰ）-1 地域医療構想の達成に向けた施設設備の整備に関する事業      ４４４百万円 

・圏域での合意に基づき、４病院が病床の機能分化・連携に資する 

施設設備整備を実施 

病床数の現状及び基金を活用した病床機能転換等（累計）

・まめネットのハードウェア基盤を更新し機能を強化  

（Ⅱ）居宅等における医療の推進に関する事業                             ４９百万円 

・訪問看護ステーションにおける訪問看護職員数は 414.2 人（R1_412.5 人） 

・訪問診療を受けている患者数 6,067 人（R1_5,977 人） 

（Ⅳ）医療従事者の確保に関する事業                                   ５５８百万円 

・医師・看護職員の充足率 

概ね順調に推移しているが、引き続き地域や診療科等の偏在解消に向けた 

積極的な取組が必要 

（Ⅵ）勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業          － 百万円 

・初年度につき計画の策定のみ 

計 １，０５１百万円 

R2 充足率（参考:最新値 R3） R6 目標 備考 

医師（病院・公立診療所） ７８．９％（８１．９％） ９０％ 医師多数区域（松江・出雲圏域）を除く５圏域

看護職員（病院） ９６．２％（９５．９％） ９８％  
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２．令和３年度実施事業概要 

 令和３年度末時点の基金の管理状況              （単位：百万円） 

（Ⅰ）-1 地域医療構想の達成に向けた施設設備の整備に関する事業      ２７６百万円 

 ・大田市立病院、旧日立記念病院（やすぎはく愛クリニック）の病床削減等 

  ・しまね医療情報ネットワーク（まめネット）の連携カルテ最適化に伴う 

院内改修支援等

（Ⅰ）-2 地域医療構想の達成に向けた病床数又は病床機能の変更に関する事業  ７６百万円 

 ・山崎病院の病床削減

（Ⅱ）居宅等における医療の推進に関する事業                             ８３百万円 

・条件不利地域で訪問診療等を行う病院・診療所や訪問看護ステーションの 

運営費に対する支援（市町村を経由） 

  ・訪問診療に必要な車両や医療機器の購入補助 

  ・特定行為を行う看護師の養成研修、普及・啓発 等 

（Ⅳ）医療従事者の確保に関する事業                                   ６２１百万円 

・医学生奨学金貸与 

・しまね地域医療支援センターの運営支援 

  ・看護職員のキャリアアップ支援 

・看護師等養成所の運営費支援 等    

（Ⅵ）勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業          ５５百万円 

・労働時間短縮のための総合的な取組を行う２病院の体制整備を支援    

計 １，１１１百万円 

３．計画の変更 

・過年度に積み立てた基金残額の使用期限の変更 

  平成 29 年度～令和 2年度積立分について、事業の進捗に応じて令和４年３月 31 日、 

 令和５年３月 31 日又は令和６年３月 31 日に延長 

・その他の軽微な変更 

事業の進捗に伴い決定した具体的内容の加筆 等


